






要約:極低出生体重児の子育てについてアンケート調査を行った。アンケートは 8 施設に

入院した出生体重 1、500g 未満の極低出生体重児をもつ 513 家族から得られ、以下の結果

を得た。(1)極低出生体重児の養育に関しては、75%の親が児の発育、発達等に関して育児

不安を抱いている。(2)育児不安を感じている時期は入院中を含め退院後早期に高い。(3)

極低出生体重児という特殊性から、過去の育児経験の有無、祖父母の存在に関わらず、育

児不安を抱える頻度は高い。(4)保健所からの保健婦家庭訪問に関しては 7 割の親が満足

しているが、極低出生体重児という特殊性を十分熟知した専門性のある保健婦さんの派遣

を望んでいる。(5)医師による定期検診に対しての満足度は高いものの、人手がなかった

り、遠方のため検診を負担に感じる親もあり、医師は親の気軽に育児に対する相談相手と

しての役割は低いと考えられる。以上のことから、極低出生体重児の特殊性を十分理解し

た地域保健および医療関係者の育成、そして 3次医療機関を頂点とした保健医療システム

の構築が急務である。また 3次医療機関においては入院中はもとより退院後においても親

の育児支援体制を強化し、地域との連携を推進しなけれぱならない。


